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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成27年7月23日(2015.7.23)

【公表番号】特表2014-520433(P2014-520433A)
【公表日】平成26年8月21日(2014.8.21)
【年通号数】公開・登録公報2014-044
【出願番号】特願2014-513446(P2014-513446)
【国際特許分類】
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   Ｈ０４Ｊ   15/00     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月3日(2015.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局に使用されるための方法であって、
　フレームベースの無線通信システムのサブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ）のスロット内
の移動局に複数のプライマリ同期チャネル（ＰＳＣ：Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎ
ｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ）シンボルを送信する段階と、
　前記サブフレームの前記スロット内の前記移動局に複数のセコンダリー同期チャネル（
ＳＳＣ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ）シン
ボルを送信する段階と、を含み、
　ここで、ギャップ（ｇａｐ）は、前記サブフレームの前記スロット内の複数のＳＳＣシ
ンボルから前記　複数のＰＳＣシンボルを分離し、
　前記ギャップは、少なくとも一つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：　Ｏｒｔｈｏｇｏ
ｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボル
の長さを有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記サブフレームの前記スロット内の前記移動局に複数のブロードキャスト制御チャネ
ルシンボルを送信する段階をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数のプライマリ同期チャネルシンボルは前記スロット内の連続するシンボルを含
むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　複数のサンプルのそれぞれを含むセグメントのシーケンスを繰り返すことによって前記
複数の連続するプライマリ同期チャネルシンボルを生成する段階をさらに含むことを特徴
とする請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　それぞれのプライマリ同期チャネルシンボル内のセグメントの数は、部分的に前記それ
ぞれのプライマリ同期チャネルシンボルのＣＰの長さに基づくことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数の連続するプライマリ同期チャネルシンボルは、選好の受信機ビームを決定す
るために前記移動局によって使用することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記プライマリ同期チャネルシンボルの検出は、複数の受信機ビームをそれぞれ使用す
る前記移動局によって試みられ、
　前記プライマリ同期チャネルシンボルに関連づけられた受信された信号強度が所定のし
きい値より大きい場合、前記移動局は、前記プライマリ同期チャネルが検出されたと決定
するものであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　基地局において、
　フレームベースの無線通信システムのサブフレームのスロット内の移動局に複数のプラ
イマリ同期チャネル（ＰＳＣ：Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ）シンボルを送信し、前記サブフレームの前記スロット内の前記移動局に複数
のセコンダリー同期チャネルシンボルを送信するように構成された送信機経路を含み、
　ここで、ギャップ（ｇａｐ）は、前記サブフレームの前記スロット内の複数のＳＳＣシ
ンボルから前記　複数のＰＳＣシンボルを分離し、
　前記ギャップは、少なくとも一つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：　Ｏｒｔｈｏｇｏ
ｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボル
の長さを有することを特徴とする基地局。
【請求項９】
　前記送信機経路は、前記サブフレームの前記スロット内の前記移動局に複数のブロード
キャスト制御チャネルシンボルを送信することを特徴とする請求項８に記載の基地局。
【請求項１０】
　前記複数のプライマリ同期チャネルシンボルは前記スロット内の連続するシンボルを含
むことを特徴とする請求項８に記載の基地局。
【請求項１１】
　前記送信機経路は、それぞれ複数のサンプルを含むセグメントのシーケンスを繰り返す
ことによって前記複数の連続するプライマリ同期チャネルシンボルを生成することを特徴
とする請求項８に記載の基地局。
【請求項１２】
　それぞれのプライマリ同期チャネルシンボル内のセグメントの数は、部分的に前記それ
ぞれのプライマリ同期チャネルシンボルのＣＰの長さに基づくことを特徴とする請求項１
１に記載の基地局。
【請求項１３】
　前記複数の連続するプライマリ同期チャネルシンボルは、選好の受信機ビームを決定す
るために前記移動局によって使用することを特徴とする請求項８に記載の基地局。
【請求項１４】
　前記プライマリ同期チャネルシンボルの検出は、複数の受信機ビームをそれぞれ使用す
る前記移動局によって試みられ、
　前記プライマリ同期チャネルシンボルに関連づけられた受信された信号強度が所定のし
きい値より大きい場合、前記移動局は、前記プライマリ同期チャネルが検出されたと決定
するものであることを特徴とする請求項８に記載の基地局。
【請求項１５】
　移動局において、
　フレームベースの無線通信システムのサブフレームのスロット内の基地局から複数のプ
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ライマリ同期チャネル（ＰＳＣ：Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ）シンボルを受信し、前記サブフレームの前記スロット内の前記基地局から
複数のセコンダリー同期チャネルシンボルを受信するように構成された受信機経路を含み
、
　ここで、ギャップ（ｇａｐ）は、前記サブフレームの前記スロット内の複数のＳＳＣシ
ンボルから前記　複数のＰＳＣシンボルを分離し、
　前記ギャップは、少なくとも一つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：　Ｏｒｔｈｏｇｏ
ｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボル
の長さを有することを特徴とする移動局。
【請求項１６】
　前記受信機経路は、前記サブフレームの前記スロット内の前記基地局から複数のブロー
ドキャスト制御チャネルシンボルを受信することを特徴とする請求項１５に記載の移動局
。
【請求項１７】
　前記複数のプライマリ同期チャネルシンボルは、前記スロット内の連続するシンボルを
含むことを特徴とする請求項１５に記載の移動局。
【請求項１８】
　前記複数の連続するプライマリ同期チャネルシンボルは、それぞれ複数のサンプルを含
むセグメントのシーケンスを繰り返すことによって生成されることを特徴とする請求項１
５に記載の移動局。
【請求項１９】
　それぞれのプライマリ同期チャネルシンボル内のセグメントの数は、部分的に前記それ
ぞれのプライマリ同期チャネルシンボルのＣＰの長さに基づくことを特徴とする請求項１
５に記載の移動局。
【請求項２０】
　前記受信機経路は、前記複数の受信された連続するプライマリ同期チャネルシンボルに
基づいて選好受信機ビームを決定することを特徴とする請求項１５に記載の移動局。
【請求項２１】
　前記受信機経路は、複数の受信機ビームのそれぞれを使用して前記プライマリ同期チャ
ネルシンボルを検出しようと試み、
　前記プライマリ同期チャネルシンボルに関連付けられた受信された信号強度が所定のし
きい値より大きい場合、前記プライマリ同期チャネルが検出されたと決定することを特徴
とする請求項１５に記載の移動局。
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